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利用の状態を農業用についてみると，米子平野が年間 2，700万 ms，岡山平野の 600万mi

出雲平野の 300万m3，益田平野および、福山平野のそれぞれ 200万 m
3である。取水施設別の利

用量は，浅井戸が全体の 75%を占めp ついで集水池が 15%，集中渠が 6%，そして深井戸が 4

%である。浅井戸は鳥取県，山口県，岡山県および、島根県で利用量が多く ，深井戸は山口県.鳥

取県および岡山県で多い。集水渠は鳥取県，島4良県および山口県で利用量が多く，集水池は鳥取

県で全体の 95% の量が利用されている。地下水利用によるかんがい面積は約 21，000haであり，

水回全体の 17%に当る。県別には，山口県と広島県で水田利用が 96%を占め，岡山県が88%，

島根県が 60% であり，鳥取県は 15% を占めるだけで，畑かん用が著しく多くなる。これは砂丘

地で多く利用されているからである。現在の取水施設は全体の 2%ほどが昭和以前から設置され

ているが，急増 したのは 1960年代頃からで，動力による揚水ポンプが広く普及し，かんがいが

広く行われるようになってからである。

中園地方でも，近年は過度な地下水利用によ る地下水位の低下，塩水浸入および、水質汚濁によ

る地下水障害が増大している。 とくに，山口県や広島県の海岸平野や弓ケ浜半島で、地下水の塩水

浸入がみられる。井戸の抜け上りは島根県，鳥取県および、広島県で報告されている。 鳥取平野で

は，年間 2cm以上の地盤沈下が報告されている。

上水道が中山間地に普及するにつれて，地下水利用は量的には少ないが，数として山地や丘陵

地で増大しており，今後もこの傾向が続く と考えられる。ただ，探査面で高度の技術が要求され

る。 火山山麓や石灰岩台地および砂磯層の厚い平野では，地下ダム開発技術によって利用量の増

大を図る余地がある。海岸平野の地下水障害の認められるところでは，適正な利用計画が必要で

あるが，ごく一部の地域で地下ダムによる塩水浸入の防止が可能な地域もみられる。
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1. 鳥 取平野

1-1. 鳥取・倉吉低地

(1) 地形・ 地質

第 2節地域の地下水

鳥取平野は千代川の下流部に発達する沖積平野である。赤木三郎(1)によれば，平野の地質層序
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表 2-7-4 鳥取平野の第四紀周の層相区分
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は表2-7-4のとおりである。

また，安田満夫(2)は，作井地質柱状図からみた鳥取市の地下地質を次の ごとくまとめている。

粘土からなる層………・…・……………………..A層

砂および礁からなる層………………・ …一……..B層

粘土および砂からなり貝殻を混じえる層………C層

磯，砂および、粘土の互層… …・・……...・H ・-…..D庖

基盤岩

このうち， B層と D層が帯水層であると している。 B層は表 2-7-4の A3に，D層は Dl_3に

相当する。

鳥取市では秋旦で 76r九賀露の鳥取市上水道では 97.6mで基盤岩に到着している。

倉吉低地は天神川およびそのよ流の小鴨川，竹田川の流域に広がる小低地である。下流部の東

部に東郷池があるが，東銀Iliiliは日本海沿いの砂丘列の後背湿地として形づくられ，排水不良のた

め現在の湖盆の形態をとどめているものと考えられる。
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倉吉市では深度 23m で基盤が存在する〈興和紡絞KK倉吉工場〉。東郷池西洋の
浅津温泉では深

度 66.5m で第三紀の凝灰岩，磯岩の基盤がみられている。

調査ボーリ ングB-1の柱状図は図 2-7-2のとおりで，深度66.5m まで沖積
~洪積層の砂，粘

土互層であり，26 m， 28-29 m， 85 m に大山火山灰と考えられるt怪石まじり
の火山灰層が挟ま

れている。

(2) 地 下水

鳥取市では深度 20-30mの井戸が 200井ほどあり，日揚水量 5，000m
3
程度(温泉水を含む〕と

推定されている。代表井の水理定数は T=5.9X 10-
5 m
2
/s， k=2.8 X 10-

4 m/s， S=4.7 X 10-2とな

っている。

温泉は鳥取!択の東側付近のみに分布し，35 jJl:源、で 2，000m
3
/dを揚水している。深度 20-50m 

の作井であり，洪積層の砂礁に旺胎する層状泉ならひ、に第三紀の河原火砕岩
層に賦存する裂か泉

からなる。井戸の静水位は-11m程度である。

温泉水の水温は 40-45
0

Cを示す。なお，不圧地下水の水温は 11-19
0C，被圧地下水の水温は

一般に 17-19
0Cを示す。

鳥取市街では，建築物に抜け上りの徴候がみられる。

倉吉低地では天神川の氾濫原に良質な伏流水があり，紡績工場などの水源、と
して利用されてい

る。

東郷池周辺にも温泉があり，東郷温泉では深度 40-100m，浅津温泉では深
度 20-30mで温

泉水を得ている。 この地帯では地下水の水質が悪く，東郷町では小河川の伏
流水を井戸によって

取得し，かろうじて飲用に供している。
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倉吉低地が日本海に接すると ころに砂丘があり， うち羽合浜では，かつては浅井戸利用による

畑地かんがいが盛んであったが，現在では天神川の地表水利用に きりかえられている。

(清水欣一〉

参考文献

(1) 赤木三郎 (1972):鳥取平野の形成過程，地質学論集，第7号，p.125-135 

(2) 鳥取県 (1964):鳥取県水理地質図説明書
(3) 清水欣一 (1968):鳥取県東郷池周辺の温泉群の温泉地質について，陵水， Vo1.29.No.2. p.1-10 

(4) 鳥取大学地下水調査研究班 (1972-1979):鳥取市内地下水調査報告書，第 1-8報

1-2.気高 台 地

(1) 地形 ・地質

鳥取平野と倉吉平野の聞の気高郡一帯は，主として標高 300-500m の台地からなっている。

この台地を ここでは気高台地と呼ぶことにする。

主に鮮新世の火山岩類からなる この台地の谷あいには，30カ所を こえる湧水があり，気高郡一

帯は， とくに青谷町は中園地方でも三瓶山麓などとな らんで，有数の湧水地帯となっている。 青

谷町ではこれらの湧水をも とにして， 因州和紙工業やニジマスの養殖が行われて きた。ただし，

湧水量;の大部分は 日置，勝部な どの小河川により日本海に無効放流されている。

気高台地周辺の地質断面図および、総括図を図 2-7-3および図 2-7-4に，また層序表を表 2-7-5

に示す。

地質総括図にみられるように，青谷町中央部のイカ リ原周辺は断層により 5つのプロッ クに分

割でき， 1つ1つのプロックがそれぞれ面をもっていると考えることができ る。 これらのブロッ

クを面の標高の低位から順にI-Vと番号・を付した。
Iプロック:標高 188mの木尾山を中心とするプロックである。 地形は緩やかで谷も浅い。

湧水は安山岩質溶岩の裂かから湧出するもので量は少ない。

Eプロック:標高 210-230m程度のプロックである。谷が深く .湧水は存在 しないが，本プ

ロック内で，測定した Bi/E王比や可充電率の値が高いので，地下水の存在は考えられる。 このブ

ロック 内の試掘井 W2は自l費した。
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表 2-7-5 気高 台地 の庖序

時代 両面名|瓦三i名|層厚| 地賀状況 | 水 辺 地質

i第 更
E在l
新世
大山ロ ーム ローム 5mー 台地最上部に分布する。

車δ

安山岩賀

凝灰岩~ 10-30111 台地上面に分布する。
不圧地下水が存在す

新 鮮
火山1後凝灰岩

る。

気高郡一裕;に広く分布する。

第 安山岩質浴岩 150m 
板状節理が著しく発達した 地下水は溶岩の裂か

新 鳥取層群
ほとんど無斑品の溶岩から 水が主である。

なる。

玄武岩J~

火山I諜凝灰岩 100m- 青谷町北部に分布する。
地下水は熔岩の裂か

* むs 世 ~溶岩
水として存在する。

安山岩質
青谷町南部八楽寺川上流に 主要帯水層である左

凝灰角I線岩
10m+ おけるポーリングコアが分 言己ボ?ーリングコアに

布の西端である。 は放射能異常がある。

l 第古 花商岩~
標品 140m以下に分布する。

中ー 三朝層群
生一

140m十 青谷町中央部鳴沌周辺には 不透水性基盤である。

~~シuー3 花街閃緑岩 分布しない。

Eプ ロ ッ ク: 標高 240~ 270 m で，地形函は急峻である。

IVプロック 標高 320m の イ カ リ 原を形成する面である。台地上面から標高 100~140m の主

要帯水層である凝灰角磯岩に迷する井戸を掘れば，地下水開発は可能である。 火山岩類最上位の

火山磯凝灰岩~凝灰岩層は量は少ないが不圧地下水が開発できる (W1で約30m
3/d)。

表 2-7-6 気高台地の主要湧水

No.1 湧水名 | 量 |水温 |EC | 同途
〈千m3/目)I (OC) I (μσ/cm) I m 

l 八 楽寺 14 12.9 62.2 ニ ジマス養殖

2 澄 水 9.0 12.2 55.8 7.k回

3 殿 3.1 13.6 61.8 水田

4 早 牛 3.0 13.1 57.7 上水道

製和紙工揚

5 小別 所 2.0 13.5 62.0 上水道

6 赤尾谷 1.5 14.4 95.6 製和紙工揚

7 桑 原 1.5 15.9 62.7 ワサピ白

8 J~託 戸ョ 1.5 13.6 73.6 

9 田 原谷 1.0 13.3 59.6 水田

10 r~烏 習も 1.0 14.2 62.8 

値は 1979年 7， 8， 11月， 1980年 2， 5月の 5回の平均水量で

土10%，水温で土 1.00C，E. C.で土10程度のばらつきがある。
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図 2ー7-5 気高台地地 下水盆 水文モデノレ

(気高台地の地下水盆を円筒の容器の集合で表わしたもの。雨は円筒の上より入り，績
のパイプより次の円筒に入る。数字は流出率で，円筒内の水位に対して，どのくらい
の割合で円筒から出ていくかという比率。()内のE文字は，パイプの高さくmm)を
示している。〉

Vブロック:標高 380m 位に位置し，地質調査所(1)により多数のボー リングが行われ，花商岩

類が標高 130-180m に存在することが確認されている。

(2) 地下水

気高台地は中園地方の中でも有数の湧水地帯であり，青谷町だけで 30ヵ所以上の湧水が存在

する。そのうち 日量 1，000m3を超える湧水の水温などを表 2-7-6に示した。湧水の水量，水温，

電気伝導度はほとんど変化せず，これらの湧水は青谷町の貴重な水源となっている。表 2-7-6の

6の赤尾谷湧水は国鉄山陰線長尾トンネノレ掘削時に湧出したもので，その湧水を利用する製和紙

工場が建設され，因州和紙工業が町の地場産業として発達したといういきさつがある。大部分の
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表2-7-7 気高 台地の水収支 (単位 100万 rn3)

年 雨 量 蒸発散量 地表流出量|地下水添加 1地下水流出

1960 181.4 48.1 35.2 66.7 16.9 

1961 155.4 47.3 30.4 59.8 42.2 

1962 132.6 47.7 23.4 57.5 48.3 

1963 142.8 47.9 25.5 58.1 47.3 

1964 159.0 47.8 31.1 63.7 44.9 

1965 173.4 46.9 40.0 66.1 51.4 

1966 151.5 47.0 30.3 57.8 46.9 

1967 143.5 44.2 32.7 60.9 49.7 

1968 130.3 48.9 19.5 53.7 43.1 

1969 126.2 47.0 19.7 53.1 42.4 

1970 148.9 46.3 30.6 58.5 44.5 

1971 115.2 45.8 18.8 46.6 42.7 

1972 193.7 48.4 46.1 73.3 44.8 

1973 101.4 43.0 14.9 44.2 44.5 

1974 116.2 44.3 19.9 48.2 33.8 

1975 128.4 45.5 23.2 50.3 40.5 

1976 121.1 45.2 24.9 44.3 30.5 

1977 131.6 46.2 21.8 50.8 38.2 

1978 120.7 44.5 21.1 48.6 37.3 

1979 131.4 46.6 24.2 52.5 37.0 

140.2 46.4 26] 55.8 41.3 

く%) (100.0) (33.1) (19.0) (39.8) (29.5) 

湧水の湧出地点はJfff.錐に覆われ，露頭として明瞭でない。1962年に地質調査所が台地南部の八

葉寺川上流で行ったポーリン グの コアで，花商岩類の直上部に放射能異常帯が存在したこと など

から考えて，この庖準がおそらく主要帯水層であると思われる。ただ，ごく 一部は安山岩質溶岩

の裂かから湧出 している露頭がある (10のr!鳥沌湧水〕が，その量は少ない。

この台地での地下水の開発可能量を明らかにするため，地区内の 5ヵ所で湧水量あるいは河川

流量を 1カ年にわたっ て測定して，この地区の水文モデノレを作成した結果が図 2-7-5である。 こ

のモデノレに実測された降水量と蒸発散量を与え，士山区の水収支を 計算した。表 2-7-7は，過去

15年間の計算結果で，年間平均 55.8ー41.3=14.5百万m
3 が地下水タン クに蓄積され続ける こと

を示している。約 1，500万m3/年が地下水酒養量である。 この地下水を台地上から開発するには

最低 200m の深井戸を掘削する必要がある。さらに，既存の湧水の水量や水質に影響を与えな

いことが条件であり，今後の地下水開発には水文地質構造に関する綿密な調査が必要であろう。

(細谷裕士〉
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